
【はじめに】現在、国内で流通している汎用試薬であるビ

リルビン試薬は、バナジン酸(化学的酸化法)、酵素法と各
分析機の専用試薬としてラインナップされている試薬、お

よびジアゾ法などがある。今回我々は導入した分析機の汎

用試薬と専用試薬との検査結果でデータ乖離を経験し、デ

ータの歩み寄りを考え、抱合型ビリルビンを特異性高く測

定する酵素法を検討し、項目名称を直接ビリルビンから抱

合型ビリルビンへと変更し、院内周知と結果報告を開始し

たのでその運用までを報告する。【発端】当院は検査室を

2箇所に持つやや特殊な病院である。汎用バナジン酸試薬
にて運用している分析機と、新型コロナウイルス抗原定量

検査実施を機に導入したオーソ社ビトロス XT-7600の専用
試薬にて運用している直接ビリルビン値で主に新生児検体

測定値が乖離し、臨床側からの問い合わせに対する答えと

して試薬変更を考えるようになった。【方法】現行試薬を

含むバナジン酸 2社、酵素法 2社を検討。さらに追加検討
としてモーダント結合後の吸光ピークの変化により抱合型

(Bc)非抱合型(Bu)ビリルビンをそれぞれ検出するオーソ社

ビトロス XT-7600の BuBc試薬を用いた。【結果】現行バ
ナジン酸と、A社バナジン酸 D-Bil Y＝0.938X+0.01、B社
酵素法 D-Bil Y＝0.9035X-0.010、C社酵素法 D-Bil Y＝
0.6X-0.023。C社の直接ビリルビンは他社試薬と比較すると
低値であった。しかし C社の直接ビリルビン値は、総ビリ
ルビン値から Bu(非抱合型ビリルビン)を差し引いたビトロ
スの直接ビリルビン値との比較にて Y＝0.97X-0.117と近似
した相関が得られた。【考察】現行のバナジン酸直接ビリ

ルビン試薬と C社の酵素法直接ビリルビン試薬においては
C社が低値傾向となった。これはデルタビリルビンや非抱
合型ビリルビンの測り込みが少なく、抱合型ビリルビンの

反応特異性が高い C社酵素法の特徴の要因と考えられる。
特に新生児においては生理的多血状態からの逸脱により、

非抱合型ビリルビンが高いため測り込みの程度によって低

めの数値傾向が出たものと考えられ、抱合・非抱合ビリル

ビン測定に特化したビトロス BuBcデータに近似すること
が確認された。新生児の抱合型ビリルビン値について考え

させられる結果となった。連絡先 0274-22-3311
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